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国土交通省 関東地方整備局 長野国道事務所
副所長 廣瀬 一志（ひろせ かずし）
道路構造保全官 髙橋 明（たかはし あきら）

ＴＥＬ 026-264-7012

長野県 建設部 道路管理課
企画幹 田下 昌志（たした まさし）

ＴＥＬ 026-235-7301

国土交通省 中部地方整備局 飯田国道事務所
副所長 唐澤 良治（からさわ りょうじ）
管理第二課長 澤田 敦則（さわだ あつのり）

ＴＥＬ 0265-53-7206

問い合わせ先

平成２６年１１月２５日（火）
長野県道路メンテナンス会議

記 者 発 表 資 料

報道機関の皆様へ
・取材（カメラ撮り等）は、講習会の冒頭から挨拶までと現場実習が可能です。
・取材される場合は、１１月２７日（木）１２時までに、下記問い合わせ先にご連絡下さい。

今回、長野県道路メンテナンス会議では、長野県内の地方公共団体支援の一環
として、道路橋の点検等に関する橋梁点検講習会を開催します。

「長野県道路メンテナンス会議」橋梁点検講習会の開催
～メンテナンスサイクルの確立に向けて～

なお、橋梁点検講習会は、点検に必要な基礎知識を習得するための講習会と実
橋を用いた現地実習を行います。

国土交通省 関東地方整備局 長野国道事務所
国土交通省 中部地方整備局 飯田国道事務所
長野県
東日本高速道路（株） ３事務所
中日本高速道路（株） ２サービスセンター
長野県内７７市町村
長野県道路公社
公益財団法人長野県建設技術センター 他

日 時 ：平成２６年１１月２８日(金) 10:00～１6：00
場 所 ：（講習会）篠ノ井市民会館 （現地実習）国道１８号 新篠ノ井橋
内 容 ：（講習会）点検に必要な基礎知識

（現地実習）橋梁点検の実践 等

高度経済成長期に集中的に整備された道路施設の老朽化が、急速に進んでいま
す。国、地方共に厳しい財政状況の中、これらの老朽化した道路施設の補修や更
新をいかに適確に対応していくかが重要な課題となっています。

今年７月１日に道路法の一部が改正され、道路施設の点検に関する基準が省令
で定められ、必要な知識と技能を有する者が、５年に１度の頻度で近接目視による
点検が義務づけられました。



道路橋の点検講習会プログラム

第1部 講義

1.挨拶 10:00 ― 10:05

2.講義 10:05 ― 12:00

点検に必要な基礎知識（法制度、橋梁構造の基本、損傷の種類）

橋梁点検のポイント

損傷原因の判別や診断事例

講師：関東地方整備局 道路部

第2部 点検現場実習 新篠ノ井橋

点検現場へ移動

1.点検概要の説明 13:20 ― 13:30

2.点検現場研修 13:30 ― 15:10

班に分かれ、点検箇所に移動

・高所作業車による、鋼橋床版・主桁下面の近接点検

・地上からの目視による、鋼橋床版・主桁下面の点検

・足場上からの支承部・橋台・橋脚の近接点検（打音検査）

3.点検取りまとめ（質疑応答など） 15:10 ― 15:50

橋梁点検講習会のイメージ

第1部 講義 床版ひび割れ状況（床版下面）

足場を利用した点検事例 高所作業車による点検事例

（講習会での昇降は階段式とします） （講習会では大型のものを使用します）



橋梁点検講習会位置図

講義会場拡大図
（篠ノ井市民会館）

講義会場

現場実習会場
駐車場

現場実習会場拡大図
（新篠ノ井橋）

出典：「電子国土」


